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膠　ビジター・ゲスト紹介

半田勇三郎君（生命生保）

半田茂弥君（石油配布）

菅原隼雄君（建　　設）

鶴岡西R．C

形会長報告

1．さきに、台中港区R．C会長に宛てて、続盟訪問について会長より書信を出

してあったところ、この度次のような返信がありました。

拝復、御来信有難く拝見致しました。日本東北地方は、既に本格的な冬を迎え　）

られ、上野会長さん始め貴クラブ会員の皆様には、益々御清祥の事と存じます○

当地台湾はこれから冬に入る処でございます。

扱て貴クラブでは明年2月、姉妹クラブ続盟の為に、既に表敬訪問団の結団

式を挙げられたとの由、誠に嬉ばしく、感謝に堪えません。当クラブを代表し

心から歓迎の意を表すると共に、両クラブのこれからの一層の親密と交流を図

りたいと強く希望致して居ります。

当クラブも既に続盟準備委員会を発足し、着々と準備を進めております○細

部につきましては、当クラブの陳克己国際奉仕委員長から貴クラブの嶺岸さん、

中江さんに御連絡致して居ります故何卒よろしくお願い申し上げます。

「友遠方より来たる、亦楽しからず哉」御一行の御来訪を心からお待ち申し

上げると共に、お会い出来る日を楽しみにしております。

会長さん及び皆々様の御健勝と御発展を心からお祈り致します。

先づは御返事穿々お伺い迄

1977．12．16

敬　具

台中港区ローークリークラブ

会　長　　陳　　　　守　　枝　　　　、一
上野三郎会長殿

2．今年の例会も今日が最後になり、今ロータリー年度は丁度半分を経過したこ

とになります。この6ケ月間、会員の皆様からは温かい友情とご協力を頂いて

ようやくここまで来ることが出来ました。心から御礼申し上げます。

「後半は下り坂だから楽なものだ」と会長経験者の先輩各位からよく聞かさ

れますが、考えてみますと1月早々には、オーストラリヤからの交換学生ブレ

ントソ・フソト君の受入れ、2月は台車港区R．Cとの続盟、3月は立川での

Ⅰ．C．G．F、4月Ⅰ．C．M、5月東京での世界大会、6月は地区協議会と毎

月大きな行事が控えております。前半同様、後半の6ケ月も皆様の強力なバッ

クアップを期待して活動して参りたいと存じますのでよろしくお願い申し上げ



ます。

皆様よい年をお迎え下さいますよう会長報告の時間を借りて年末のご挨拶を

申し上げますq

讃幹事報告

1．例会日、時、場所の変更

（1）立川R．C　来る12月29日（木）の当クラブの例会は年末のため次のよう

に変更

と　き12月27日（火）PM12：15　ところ　立川町コミュニティセソクー

（2）八幡R．C　来る12月31日（土）の当クラブの例会は会場の都合により次

のように変更

と　き12月27日（火）PM12：30　　ところ　例　会　場

（3）酒田R．C　来る1月11日（水）の当クラブの例会は酒田束R・Cとの合

同例会のため次のように変更

と　き1月14日（土）PMl：00　　ところ　天真学園高等学校講堂

2．会報到着

（1）山形R．C　（2）山形西R．C　（3）山形北R・C　（4）山形南R・C

（5）塩釜R．C　（6）新発田R．C

3．年次大会のご案内

第365地区（滋賀県）

と　き　昭和53年4月14日（金）～15日（土）　ところ　彦根市民会館

登録料10，000円　　仮登録締切1月15日（日）

4．交換学生よりお便り

（1）小池志保さん　（2）清野千栄子さん　（3）ミス・ダイアソ

鯵ゲストスピーチ　　裁判官の生活

山形地方裁判所鶴岡地区支部長　高木貞一氏

私のこれまでの裁判官としての生活と経験を法的な面も含めてお話したいと

思います。

私は昭和39年に判事補になり、佐世保にまいりました。それから3年毎に大

阪、長崎、また大阪へ、そしてこの鶴岡にまいりました。

私が昭和39年に任官して佐世保にまいります時、列車には私と家内の2人だ

けで、文化果つる所に行くのではと心細い気持ちでしたが、その心細さも佐世



保駅に着き、皆様の歓迎を受けて気持ちも落ち着きました。佐世保での官舎は

高台にあり眼下に佐世保港、西海国立公園、九十九島と、とても景色の良い所

でした。また、この昭和39年は、第1回のアメリカの原潜「シードラゴン号」

が入港する年で、原潜の入港を目のあたりにし、とても印象深い年でした。

大阪での3年間は、家庭裁判所で少年事件や破産部で会社更正などをやって

おりました。

次にまいりました長崎は、お祭り好きな明るい所で私にとって最も印象に残

っております。ここでの事件の一つに、基地を守る警察官が学生や新聞記者に

怪我をさせるという事件がありました。この時は全国を歩き、その被疑者を捜

し出すという大変な仕事だったことを覚えています。

裁判官の仕事は、検察官の社会秩序の維持という華やかな仕事に比べ、とて

も地味であります。言葉は悪いのですが、社会のゴミ掃除の役目をしているの

が裁判官ではないかと思っております。そしてそれによって基本的人権が守ら

れ、結局は社会秩序の維持にもつながっていくわけです。また裁判官というの

は、政治的には中立、社会とも直接的には触れないほうが良いが、しかしその

反面化石化してほならないという二律背反的な難しい面をもっているわけです。

このような裁判官の生活の特殊性を皆様に御理解頂きたいと思います。

影出席報告

会　員　数

出　席　数

出　席　率∴
風間君、高橋（耕）君、斎藤（栄）君、板垣（広）

君、佐藤（昇）君、佐藤（衛）君、佐藤（友）君、

佐藤（元）君

本
日
の
出
席


